
日本農業気象学会 2005 年度第 5 回理事会議事録 
 

日 時：2006 年 7 月 28 日（金） 13:00～17:00 

場 所：東京大学農学部 7号館 A棟 717 号室 

出席者：清野，早川，青木，井上，荊木，大原，大場，奥島，蔵田，後藤，高見，真木，

宮田，山田 

欠席者：浦野，大政，岡田，菅野，北宅，小林，菅谷，武政，田中，長野，横山 

 

[配布資料] 

1) 総務関係：第 4回理事会議事録（案），農業環境工学系学会連盟関連資料，2006 年度日

本農業気象学会総会関連資料（案），日本農業気象学会 2007 年春季大会案内（案），ほ

か 

2) 庶務関係：日本農業気象学会賞及び永年功労会員候補者に関する投票の結果について，

ほか 

3) 会計関係：2005 年度一般会計報告（案），会計監査報告，2006 年度一般会計予算（案），

2010 年までの収支予測，ほか 

4) 編集関係：学会誌発行費の削減（案） 

 

Ⅰ．前回議事録の確認 

 2005 年度第 4回理事会（2006 年 6 月 5 日）の議事録(案)を承認した。 

 

Ⅱ．報告事項 

2.1 総務関係 

1) 農業環境工学関連 2007 年合同大会 

学会から実行委員を 2 名推薦。人選は青木理事に一任。別途，5-6 名を関東支部から推

薦。 

2) 農業環境工学関連 2008 年合同大会への対応 

農業環境工学系学会連盟からの問い合わせについて，主催しての開催は希望しない旨，

回答する。 

3) 2006 年大会の準備 

総会の案内は HP に掲載する。総会及び評議員会用の資料（案）を確認。 

4) 日本農業気象学会 2007 年春季大会 

「生物と気象」第 3号（9月発行予定）に掲載する案内の原稿を承認。ホテルや会場へ

のアクセスに関する詳細な案内は，第 4号（12 月発行予定）に掲載。 

 

2.2 庶務関係 

1) 学会賞・永年功労会員表彰の候補者について投票を行い，候補者全員の受賞が決定。 

2) 経費削減のため，評議員会の案内はメールで行う。 

 

2.3 日本学術会議関係 

1) 第 2 次連携会員を選考中。 

2) 第 2 部生命科学農学基礎委員会・生産農学院会合同委員会・九州大学大学院農学研究院

シンポジウム「災害社会環境の中での安心・安全と癒し」を開催した。 



 

Ⅲ．審議事項 

3.1 会計関係 

 2005 年度会計報告(案)，剰余金処分（案），2006 年度予算（案）を承認。 

 

3.2 財政の健全化のための計画 

 学会の赤字体質改善のための事務局提案を審議し，以下の対策をとることを決定。 

1) 財務対策として，学会誌の刊行経費を現在の 740 万円から 460 万円に圧縮。このため，

「農業気象」に論文と科学的読み物（講座，解説記事・広告等）を掲載。「農業気象」

は迅速な出版に努め，J-STAGE の編集システムを活用。「生物と気象」誌は電子化し，学

会からのお知らせ記事をホームページに掲載。 

2)学会誌刊行経費で浮いた経費は，会計事務委託等の事務経費と，部会補助・ミニ国際シ

ンポジウム開催等の学会活性化のための資金とする。 

3)e-journal 化は，J-STAGE での公開を以って代替する。その場合，印刷物よりも迅速な公

開ができるかを検討する。 

4)ミニ国際シンポジウム開催等のイベントあるいは学会誌の特集記事等に興味を持つ若手

会員を地域によらず会長指名理事に登用し，学会活動を活性化。各理事に候補者の推薦

を依頼。 

5)シルバー会員制度，終身会員制度の導入について検討する。 

6)関係学会の動向を考慮しつつ，2007 年度からの会費値上げを検討する。値上げ幅は 2000

円前後とする。賛助会員，購読会員は据え置き。学生会員は 4000 円程度にする。 

7)学会の将来の活動方向と学会名の検討を 2006 年度に開始する。 

 

3.3 その他 

役員選挙準備のため，選挙管理委員会を組織する。 

 

Ⅳ．次回理事会 

 9 月 14 日 12 時，北海道大学で開催予定。 

 

 


